
曽
東
大
橋
↓
喜
撰
山
大
橋
↓
宵
待
橋
↓
天
ガ
瀬
ダ
ム
↓
中
の
島
↓
平
等
院
↓
宇
治
橋

●

コ
ー

ス
ガ

イ
ド

こ
の
エ
リ
ア
は
、
前
半
は
車
道
治
い
の

道
を
進
み
、
後
半
は
乞
所
旧
跡
の
多
い
字

治
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
と
な
る
。

曽
東
大
橋
か
ら
大
津
南
郷
宇
治
線
を
ひ

た
す
ら
歩
く
。
曽
東
大
橋
か
ら
天
ガ
瀬
ま

で
は
、
歩
道
が
な
い
上
に
、
交
通
量
も
多

く
、
注
意
が
必
要
だ
。
途
中
の
喜
撰
山
大

橋

。
大
峰
橋
共
に
行
き
止
ま
り
に
な

っ
て

い
る
の
で
、
や
は
り
大
津
南
郷
宇
治
線
を

歩
ノ
、し
か
な
い
。

人
峰
橋
を
過
ぎ
少
し
行
く
と
、
左
手
に

「か
ん
ば
や
し
」
と
い
う
喫
茶

・
古
美
術

の
店
が
あ
る
。

，
し
」ま
で
店
は

一
切
無
く
、

こ
の
先
も
天
ガ
瀬
ま
で
は
な
い
の
で
、　
一

体
ム
す
る
に
は
ち
ょ
う
ど
良

い
と
こ
ろ

だ
ぅ
軽
い
食
事
も
で
き
る
。

宵
待
橋
を
渡
る
と
Ｔ
字
路
に
な

っ
て
お

り
、
左
手
は
お
茶
の
産
地
字
治
田
原

へ
の

道
と
な
る
．
「奥
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
け
鳴

く
鹿
の
…
」
の
名
歌
で
知
ら
れ
る
猿
丸
太

夫
を
祀

っ
た
猿
丸
神
社
、
現
在
の
緑
茶
を

あ
み
出
し
た
永
谷
宗
円
生
家
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
道
を
右
手
に

進
み
、
天
ガ
瀬
ダ
ム
ま
で

一
気
に
進
も
う
。

や
が
て
、
鳳
凰
湖
と
呼
ば
れ
る
ダ
ム
湖
の

向
こ
う
に
、
落
差
７３

ｍ
の
大
き
な
ダ
ム
が

現
れ
る
。
ダ
ム
の
対
岸
の
山
手
に
は
、
天

ガ
瀬
森
林
公
園
が
あ
り
、
こ
こ
が
入
日
と

な

っ
て
い
る
。
森
林
公
園
の
展
望
台
か
る

は
天
ガ
瀬
ダ
ム
は
も
ち
ろ
ん
宇
治
川
を

一

望
で
き
る
。

こ
こ
か
ら
道
は
３
方
向
に
分
か
れ
る
。

同
じ
く
大
津
南
郷
宇
治
線
を
行
く
車
道

と
、
川
沿
い
の
道

へ
と
下
る
道
、
さ
ら
に

ダ
ム
の
下
へ
と
下
り
て
い
き
白
虹
橋
を
渡

る
道
だ
。
大
津
南
郷
宇
治
線
は
交
通
量
が

多

い
の
で
あ
ま
り
お
す
す
め
で
き
な
い
。

ま
た
、
左
岸
を
川
沿
い
に
進
む
道
は
、
現

在
工
事
中

（平
成
１４
年
２
月
現
在
）
で
あ

る
た
め
、
今
回
は
白
虹
橋
を
渡
り
、
右
岸

を
行
く
。

ダ
ム
を
右
手
に
見
な
が
ら
白
虹
橋
を
渡

る
と
、
す
ぐ
に
志
津
川
へ
の
道
と
宇
治

ヘ

の
道
と
の
分
岐
が
あ
る
。
志
津
川
は
茶
畑

な
ど
も
見
ら
れ
る
静
か
な
集
落
だ
。

左

の
道
を
と
り
、
宇
治

へ
と
向
か
う
。

雑
木
林
や
桜
並
木
が
続
く
ア
ス
フ
ア
ル

ト
道
だ
が
、
交
通
量
も
少
な
く
、
歩
き
や

す
い
。
天
ガ
瀬
吊
り
橋
か
ら
再
び
左
岸

ヘ

渡
る
こ
と
も
可
能
だ
。
左
岸
を
歩
い
て
い

る
場
合
は
こ
こ
で
右
岸

へ
渡
る
こ
と
を
お

す
す
め
す
る
。

左
岸
に
は
鵜
飼

い
の
船
や
店
、
旅
館
な

ど
が
並
び
は
じ
め
、
い
よ
い
よ
宇
治
の
中

心
部

へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る
∩

宇
治
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
平
等
院
や
宇
治
上
神
社
を
は
じ
め
、
名

所

・
旧
跡
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ

れ
ら
を
回
る
だ
け
で
も
充
分
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
楽
し
め
る
と
こ
ろ
だ
。
特
に
、
源

氏
物
語
の
宇
治
十
帖
ゆ
か
り
の
古
蹟
め
ぐ

り
は
、
平
安
時
代
の
雅
を
し
の
び
な
が
ら

歩
け
る
格
好
の
散
策
ル
ー
ト
と
な

っ
て
い

フつ
。喫

茶
は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
処
に
も
事
欠

か
な
い
の
で
、
字
治
茶
と
茶
団
子
で

一
服

し
て
次
の
エ
リ
ア
に
そ
な
え
た
い
っ

●
周
辺
ガ
イ
ド

曽
東
大
橋

こ
の
付
近
は

流
れ
が
急
な
た

め
、
江
戸
時
代

か
ら
両
岸
に
張

っ
た
縄
を
手
繰

る
繰
り
船
が
、

対
岸
の
山
城
国

笠
取
方
面

へ
の

渡
し
船
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
３９
年
、
天
ガ
瀬
ダ
ム
の
完
成
に
よ

っ
て
渡
し
場
は
無
く
な
り
、
現
在
の
ア
ー

チ
式
の
橋
が
架
け
ら
れ
た
。

喫
茶
か
ん
ば
や
し

大
津
南
郷
宇

治
線
沿
い
に
あ

る
店
鶴

屋塁
菫
口
田

を
メ
イ
ン
で
扱

っ
て
い
る
が
、

喫
茶
、
軽
食
も

い
た
だ
け
る
。

コ
ー
ヒ
１
３
５

０
円
、
そ
ば
定
食

こ
つ
ど
ん
定
食
１
０
０

０
円
な
ど
。
Ｈ
時
３０
分
～
１６
時
、
金
曜
休
。

な
０
７
７

・
４
８
８

・
３
６
８
４

天
ガ
瀬
ダ
ム
・天
ガ
瀬
森
林
公
園

昭
和
３９
年
に
完
成
し
た
、
落
差
７３

ｍ
、

総
貯
水
量
は
甲
子
園
球
場
の
約
７０
杯
分
と

い
う
大
型
ダ
ム
。

天
ガ
瀬
森
林
公
園
の
入
―■―
に
も
な

っ
て

お
り
、
四
季
折
々
の
自
然
に
ふ
れ
な
が
ら
、

周
囲
約
５
ｈ
、
３
ｈ
、
２
い
の
散
策

コ
ー

ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

亀
石

垂
仁
天
皇
が

宇
治
郡
大
国
郷

に
美
女
が
い
る

と
聞
き
向
か
う

途
中
、
川
の
中

か
ら
大
き
な
亀

が

現

れ

た

の

で
、
矛
で
そ
の

亀
を
刺
し
た
と
こ
ろ
た
ち
ま
ち
石
に
変
わ

っ
た
、
と
い
う
い
わ
れ
の
あ
る
石
。
瑞
兆

の
印
と
喜
ん
だ
天
皇
は
、
そ
の
美
女
を
後

宮
に
迎
え
た
と
い
わ
れ
る
。
興
聖
寺
の
や

や
上
手
、
宇
治
川
右
岸
沿
い
に
あ
る
。

興
聖
寺

宇
治
川
沿

い
に
立

つ
山
門
を
く
ぐ
り
、

琴
坂
と
呼
ば
れ
る
２
０
０
ｍ
ほ
ど

の
参

道
を
上
が
る
。
両
側

に
は
桜

や
カ

エ

デ
の
樹
木

が
連
な
り
、

４
月
下
旬

に

は
そ
れ
ら
の
大
樹
の
足
元
に
ヤ
マ
ブ
キ
が

咲
い
て
春
の
色
を
添
え
る
。

せ
導
九
脳
諄
岬
の

開
基
で
、
本
堂

は
伏
見
城
の
遺

構

と

い
わ

れ

る
。
桜
門
わ
き

に
は
茶
究
塚
も

建

っ
て

い
る
。

８
～
‐７
時
。

う
　
し

が
み

宇
治
上
神
社

日
本
最
古
の

神
社
建
築
で
世

界
遺
産
登
録
。

本
殿
は
藤
原
時

代
の

一
問
社
流

造
り
で
国
宝
。

拝
殿
は
宇
治
離

宮
の
遺
備
と
伝

え
ら
れ
る
寝
殿
造
り
風
。
境
内
に
は
宇
治

七
名
水
の

一
つ
桐
原
水
が
、
今
も
湧
き
出

て
い
る
。
８
～
１６
時
３０
分
。

宇
治
神
社

応
神
天
皇
の
皇
子
、
宇
治
の
名
の
由
来

で
あ
る
兎
道
稚
郎
子
の
宮
居
跡
。
宇
治
上

神
社
の
旧
下
社
で
も
あ
る
。
木
造
狛
大
な

ど
の
文
化
財
が
伝
わ
る
。

朝
霧
橋

宇
治
神
社
の
　

一

前
、
中
の
島

へ

架
か
る
朱
塗
り

の
範

盲

序
沿

い
の
た
も
と
に

は
、
市
歯
］に
点

在
す
る
源
氏
物

五
鴫
宇
治
十
帖
」

を
象
徴
す
る
宇
治
十
帖
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

あ
る
。
ヒ
ロ
イ
ン
浮
舟
と
匂
官
が
小
舟
で

宇
治
川
に
漕
ぎ
出
す
場
面
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
も
の
で
、
情
緒
た

っ
ぷ
り
。
記
念
撮

影
に
は
最
適
．



観
光
セ
ン
タ
ー
・市
営
茶
室
対
鳳
庵

宇
治
川
沿
い
に
あ
り
、
観
光
情
報
は
も

ち
ろ
ん
、
無
料
の
宇
治
茶
サ
ー
ビ
ス
が
あ

句
、
休
憩
に
最
適
．

隣
の
対
鳳
庵
で
は
、
茶
道
連
盟
の
先
生

な
ど
に
よ
る
本

格
的
な
お
点
前

と
季
節
の
和
菓

子
が
気
軽
に
楽

し
め
る
．^

１０
～

晰
時
一、
‐２
月
２‐

――

・

―

～

１

月

１′

目

保
、̈
５
０
０
円
‐、

平
等
院

光
源
氏
の
モ
デ
ル
と

い
わ
れ
る
源
融
の

別
荘
を
、
藤
原
道
長
が
譲
り
受
け
、
そ
の

子
頼
道
が
開
創
し
た
も
の
．

極
楽
浄

二上‐
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
造
ら
れ
た

阿
弥
陀
堂
は
、
翼
廊
が
左
右
に
伸
び
た
姿

が
鳳
風
に
似
て
い
る
こ
と
、
大
棟
に
鳳
風

を
乗
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
鳳
鳳
堂
の
名
で

知
ら
れ
る
。

鳳
翔
館
で
は
、
堂
内
の
再
現
映
像
や
日

宝
の
数
々
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
８
時

Ю
分
～
１７
時
Ю
分

一鳳
翔
館
は
９
ヽ
‐７

時
）、
６
０
０
円
。

県
神
社

木
花
咲
耶
姫

を
祀
る
縁
結
び

の
神
社
．
木
花

咲
耶
姫
は
サ
ク

ラ
の
語
源
で
も

あ
り
、
県
神
社

の
社
紋
も
サ
ク

ラ
ル
」ルな
っ
イ、
い

る
。，
平
等
院
の
総
鎮
守
社
．
６
月
５
～
６

日
に
行
わ
れ
る
県
祭
は
間
夜
の
奇
祭
と
し

て
有
名
。

宇
治
橋

山
崎
橋

・
瀬

田
の
唐
橋
ル
一共

に
古
代
二
人
橋

の

一
つ
。
大
化

２
年
に
秦
筒
〈一九

興
寺
の
僧
、
道

登
に
よ

っ
て
架

け
ら
れ
た
と
伝

わ
る
（．
現
在
の
橋
は
１
９
９
６
年
に
完
成

し
た
も
の
（、
上
流
部
に
張
り
出
す

「三
の

間
」
は
豊
臣
秀
吉
が
茶
の
湯
に
使
う
水
を

汲
ま
せ
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
。

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

一平
成
１０
年
オ
ー
プ
ン
の
源
氏
物
語
を
テ

ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
．
六
条
院
の

１
０
０
分
の
１
復
元
模
型
や
映
像
な
ど

で
、
宇
治
十
帖
の
世
界
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
源
氏
物
語
に
親
し
む
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
９
～
‐６
時
３０

分
、
月
曜
体
、
５
０
０
円
。

三
室
戸
寺

西
回
三
十
三
カ
所
第
Ю
番
札
所
．
境
内

に
は
室
町
期
建
築
の
十
八
神
社
が
立
つ
ぅ

ま
た
、
源
氏
物
語
浮
舟
の
供
養
塔
も
あ
り
、

訪
れ
る
人
も
多
Ｌ

ア
ジ
サ
イ
の
名
所
。

●
交
通

起
点

¨
Ｊ
Ｒ
ま
た
は
京
阪
石
山
駅
か
ら
一界

阪
バ
ス
大
石
小
学
校
行
き
大
石
小
学
校
下

車
、
曽
束
行
き
に
乗
り
換
え
曽
束
下
車
、

徒
歩
１０
分

（曽
束
行
き
の
バ
ス
は
本
数
が

少
な
い
の
で
要
注
意
）

■
輝
甲
な
ら
十
ガ
ーー
デ
ン
ズ
＃
岱
奪
珊
か
試
喜
朴

‐耐
牟
Ｉ
弊
得
暉
小
ス
貸
耐
裕
ム
界
場
ユ
単
廿
４

斗
１
キ
計
Ｗ

ふ
７
止

終
点

¨
京
阪
宇
治
駅
ま
た
は
Ｉ
Ｒ
宇
治
駅

ま
で
徒
歩
５
分

●
問

い
合
わ

せ

京
阪
バ
ス
大
津
営
業
所
な
０
７
７

・
５
３

＼

み ん 境
出 で 内

～石   :
曽東大橋～志津|は で、

喜餞山ダムをまわるiI回路 (

√_′ず 、::

11   /｀ヽ
/:

/

Iヽ
「

]漁:

山
城
総
合
運
動
公
園

東
海
自
然
歩
道

■
・
ヽ

．

■
畠
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